


要約:前川班で作製したプロトコールに基づいて神経学的診察。ウエクスラ一系の知能検

査、Bender-Gestalt 検査、神経学的診察を 6歳時就学前 32 人の極小未熟児におこなった。

知能指数は正常か境界でも神経・行動・神経心理で何らかの所見を有する時児がたくさん

いる事がわかった。今後、これらの児の長期フォローアップが重要と考えられた。また極

小未熟児の early intervetion についても報告した。


